
今定例会では、令和４年度決算認定議案

６件の審査を各常任委員会に付託して行い

ました。

予算の執行が法令に基づいて、合理的・

能率的・効果的に執行されたか、また、公

共の福祉向上に寄与したかなどを主眼に審

査し、来年度予算編成に向けて、次のとお

り指摘・要望いたしました。

令和５年３月に新しい建物が完成したはなみずき作業所（根金地内）

【
指
摘
・
要
望
事
項
】

総
務
委
員
会

①�

財
政
健
全
化
に
向
け
て
、
後
年
度
負
担
に
配
慮

し
、
臨
時
財
政
対
策
債
頼
み
と
な
ら
な
い
よ

う
、
財
政
計
画
を
立
て
る
と
と
も
に
、
地
方
交

付
税
の
財
源
確
保
を
国
に
求
め
る
こ
と
。

②�

市
民
・
自
治
会
等
と
協
同
で
行
う
避
難
所
設
営

訓
練
に
つ
い
て
は
、
毎
年
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
活
動
を
後
押
し
す
る
こ
と
。

③�

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
他
市
の
状
況
等
も
研
究

し
つ
つ
、
魅
力
や
組
織
力
に
つ
い
て
更
な
る
向

上
を
図
る
こ
と
。

④�

消
火
栓
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
水
道
管
の
管
路

更
新
な
ど
と
併
せ
て
経
費
を
抑
え
ら
れ
る
よ

う
関
係
各
課
と
調
整
を
行
い
、
計
画
的
な
更
新

を
行
う
こ
と
。

⑤�

職
員
採
用
に
お
け
る
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

は
、
法
定
雇
用
率
を
満
た
す
よ
う
積
極
的
に
進

め
、
勤
務
内
容
の
工
夫
な
ど
を
行
う
こ
と
。

⑥�

人
事
評
価
結
果
の
処
遇
へ
の
反
映
に
つ
い
て
は
、

職
員
の
職
務
遂
行
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
・
向
上
の
た
め
に
も
、
早
期
に
完
全

実
施
す
る
こ
と
。

⑦�

蓮
田
駅
西
口
行
政
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
市

役
所
と
同
程
度
の
受
付
業
務
が
行
え
る
よ
う
、

体
制
を
整
え
る
こ
と
。

民
生
文
教
委
員
会

①�

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
希
望
に
よ
り

胃
カ
メ
ラ
検
査
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
検
討
を
す
る
こ
と
。

②�

若
年
層
の
女
性
を
対
象
と
し
た
骨

こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
の
予

防
事
業
の
更
な
る
周
知
を
す
る
と
と
も
に
、
骨

粗
鬆
症
検
診
を
75
歳
ま
で
受
診
で
き
る
よ
う

に
検
討
す
る
こ
と
。

③�

保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
個
別
施
設
計
画
の

見
直
し
を
含
め
て
、
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な

る
よ
う
に
検
討
す
る
こ
と
。

④�

各
種
競
技
会
選
手
等
派
遣
補
助
に
つ
い
て
は
、

予
算
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

⑤�

図
書
館
に
お
け
る
図
書
の
購
入
希
望
に
つ
い
て

は
、
メ
ー
ル
で
受
付
が
で
き
る
よ
う
に
検
討
す

る
こ
と
。

建
設
経
済
委
員
会

①�

通
学
路
安
全
総
点
検
で
の
報
告
内
容
に
つ
い
て
、

令 和 4 年 度
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も
の
で
す
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
日
本
共
産
党
は
議
案
第
71

号
に
反
対
し
ま
す
。

議
案
第
72
号
　
令
和
４
年
度
蓮
田
市
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

２
０
２
４
年
度
介
護
保
険
制

度
改
定
は
、
更
な
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
低
下
に
つ
な
が

る
お
そ
れ

反対討論
介
護
保
険
は
、
２
０
２
４
年
の
改
定
に
向
け

て
、
学
識
経
験
者
や
介
護
現
場
か
ら
更
な
る
制
度

改
悪
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
利
用
者
自
己
負
担
率
を
１
割
か
ら
標

準
２
割
に
、
さ
ら
に
所
得
に
応
じ
て
３
割
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
い
ま
ま
で
受
け
ら
れ
て
い
た

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

更
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
中
で
、
国
庫
負
担
は
増
や
さ
ず
に
市
民
に

大
幅
な
負
担
増
を
押
し
つ
け
る
介
護
保
険
制
度
に

は
反
対
し
ま
す
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
日
本
共
産
党
は
議
案
第
72

号
に
反
対
し
ま
す
。

議
案
第
73
号
　
令
和
４
年
度
蓮
田
市
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
認
定
に
つ
い
て

剰
余
金
は
資
本
金
に
組
み
入

れ
ず
、
水
道
料
金
減
額
措
置

の
原
資
と
す
べ
き

反対討論
令
和
４
年
度
は
、
純
利
益
は
約
１
億
１
６
０
０

万
円
計
上
。
未
処
分
利
益
剰
余
金
が
約
２
億
７
３

０
０
万
円
の
う
ち
、
約
１
億
５
７
０
０
万
円
は
資

本
金
へ
組
み
入
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
の
改
善
や
進
捗
に
つ
い
て
は
、
協
力
い

た
だ
い
た
保
護
者
ま
で
し
っ
か
り
伝
え
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

②�

環
境
学
習
館
建
設
に
お
い
て
は
、
再
エ
ネ
・
省

エ
ネ
・
資
源
再
利
用
の
取
り
組
み
が
で
き
る
施

設
と
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
啓
発
に
取

り
組
む
こ
と
。

③�

肥
料
・
燃
油
等
、
価
格
高
騰
に
苦
し
む
農
家
を

直
接
支
援
す
る
取
り
組
み
は
、
引
き
続
き
市
と

し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
。

④�

工
事
等
で
随
意
契
約
を
締
結
す
る
際
に
は
、
な

る
べ
く
一
者
見
積
も
り
は
避
け
て
、
公
正
公
平

な
形
で
進
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑤�

西
新
宿
地
区
第
一
排
水
機
場
ゲ
ー
ト
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
協
議
に
よ
る
修
正

設
計
な
ど
を
で
き
る
だ
け
早
く
進
め
、
一
日
も

早
く
工
事
着
工
で
き
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

議
案
第
69
号
　
令
和
４
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
事
業
費

へ
の
市
の
負
担
は
問
題

反対討論
日
本
共
産
党
は
、
令
和
4
年
度
蓮
田
市
一
般

会
計
予
算
に
10
項
目
の
問
題
点
を
あ
げ
て
反
対
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
①
総
務
部
所
管

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
事
業
費
8
6
1
4
万
円

の
う
ち
4
0
6
3
万
円
が
市
の
負
担
で
あ
る
こ

と
、
②
保
育
士
だ
け
で
な
く
図
書
館
や
西
口
行
政

セ
ン
タ
ー
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を
正
規
の
職
員

に
す
べ
き
こ
と
、
③
同
和
事
業
で
特
定
団
体
へ
支

出
は
や
め
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
、
日
本
共
産
党

は
、
議
案
第
69
号
、
令
和
4
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
反
対
し
ま
す
。

議
案
第
70
号
　
令
和
４
年
度
蓮
田
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

法
定
外
繰
入
を
減
額
す
る
べ

き
で
は
な
い

反対討論
国
民
健
康
保
険
は
、
憲
法
第
25
条
に
基
づ
い

て
、
病
気
や
け
が
を
し
た
時
に
誰
も
が
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
社
会
保
障
制
度
と
し
て
の
位

置
づ
け
が
あ
り
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
下
支
え
す

る
も
の
で
す
。

ま
た
、
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
割
合
は
３
割

を
超
え
て
お
り
低
所
得
者
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
保
険
料
は
協
会
け
ん
ぽ
よ
り
も
高
い
負
担
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
の
公
費
投
入
は

少
な
い
現
状
で
あ
り
、
法
定
外
繰
入
を
減
額
せ
ず
、

加
入
者
負
担
軽
減
を
す
る
べ
き
で
す
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
日
本
共
産
党
は
議
案
第
70

号
に
反
対
し
ま
す
。

議
案
第
71
号
　
令
和
４
年
度
蓮
田
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
の
負
担
増
は
、

診
療
控
え
・
病
気
の
悪
化
を

招
く
お
そ
れ

反対討論
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
２
年
ご
と
の
保
険

料
改
定
の
た
び
に
引
上
げ
を
繰
り
返
し
、
低
所
得

者
ほ
ど
負
担
が
重
く
な
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の
み
な
ら
ず
窓
口
負

担
も
２
０
２
２
年
10
月
か
ら
、
一
定
以
上
の
所
得

が
あ
る
方
は
、
１
割
か
ら
２
割
へ
の
負
担
増
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、さ
ら
な
る
診
療
控
え
・

診
療
中
断
が
す
す
み
、
病
気
の
悪
化
、
重
症
化
を

招
く
ば
か
り
か
、
将
来
へ
の
不
安
を
増
長
さ
せ
る

こ
れ
ま
で
の
約
７
年
間
で
、
固
定
資
産
が
約
４

億
２
９
０
０
万
円
の
増
に
対
し
、
資
本
金
は
11
億

円
も
の
増
。
こ
れ
以
上
資
本
金
を
積
み
増
す
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
金
残
高
は
約
17
億
円

と
、
十
分
な
体
力
も
あ
り
ま
す
。

剰
余
金
は
資
本
金
に
組
み
入
れ
ず
、
物
価
高
騰

に
苦
し
む
市
民
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
る
、
水

道
料
金
減
額
措
置
の
原
資
と
し
て
残
す
べ
き
で
す
。

よ
っ
て
日
本
共
産
党
は
反
対
し
ま
す

　
市
議
会
の
本
会
議
は
、
一
般
に
公
開

さ
れ
て
い
て
、
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
車
い
す
で
の
傍
聴
が
で
き
ま
す

　
市
議
会
の
議
場
に
は
、
車
い
す
用
の

傍
聴
ス
ペ
ー
ス
が
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

●
手
話
通
訳
者
に
つ
い
て

　
議
会
を
傍
聴
す
る
際
に
、
手
話
通
訳

者
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
事
前
に
議

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
議
会
中
継
に
つ
い
て

　
本
会
議
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
ラ
イ
ブ
中
継
並
び
に
録
画
映
像
の
視

聴
が
可
能
で
す
。

議
会
の
傍
聴
が
で
き
ま
す
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